
９
月
24
日
、
浦
和
パ
ル
コ
集
会
室
に
て
総
会
が

開
か
れ
越
谷
か
ら
は
担
当
の
森
山
さ
ん
と
広
瀬
が

参
加
し
ま
し
た
。
全
県
の
49
支
部
か
ら
87
名
が
参

加
し
、
午
前
中
に
事
業
報
告
、
会
計
報
告
、
事
業

方
針
等
の
議
案
が
討
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後
か
ら
は
「
共
済
学
校
」

と
銘
打
っ
て
の
学
習
会
に
移
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
中
央
本
部
の
野
崎
さ
ん
よ
り
共
済
会
の

理
念
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
「
組
合
員

が
万
一
の
場
合
、
協
力
し
励
ま
し
合
っ
て
組
合
員

と
家
族
の
生
活
を
守
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

換
言
す
れ
ば
非
営
利
な
の
で
「
小
さ
な
掛
金
」

で
「
大
き
な
保
障
」
を
め
ざ
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
後
、
各
種
の
共
済
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

特
に
「
交
通
災
害
共
済
」
に
つ
い
て
は
補
償
の
範

囲
の
事
例
の
具
体
的
な
質
問
が
数
多
く
出
さ
れ
ま

し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
割
愛
し
ま
す
が
、
機
会
を
得

て
報
告
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
４
時
に
閉
会

し
ま
し
た
が
、
実
り
多
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

（
広
瀬
）

９
月
19
日
、
年
金
裁
判
の
第
10
回
口
頭
弁
論
が

さ
い
た
ま
地
裁
で
開
か
れ
、
同
日
さ
い
た
ま
市
内

で
、
「
報
告
集
会
と
パ
レ
ー
ド｣

が
あ
り
ま
し
た
。

裁
判
の
傍
聴
に
は
、
年
金
者
組
合
員
だ
け
で
も

90
人
以
上
が
押
し
か
け
ま
し
た
が
、
入
場
制
限
で

30
人
し
か
入
場
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め

か
報
告
集
会
に
は
１
５
０
人
以
上
が
参
加
、
会
場

は
満
員
状
態
で
し
た
。

国
は
、
公
的
年
金
の
根
本
改
革
に
取
り
組
む
こ

と
な
く
「
年
金
支
給
額
の
引
き
下
げ
」
や
「
生
活

保
護
費
の
減
額
」
を
押
し
つ
け
て
き
て
い
ま
す
。

裁
判
で
国
は
、
年
金
支
給
額
の
引
き
下
げ
理
由

に
「
財
政
難
」
「
制
度
の
維
持
」
「
世
代
間
の
公

平
」
等
を
揚
げ
ま
す
が
、
明
快
且
つ
納
得
で
き
る

説
明
は
な
く
、
「
憲
法
の
趣
旨
に
応
じ
て
具
体
的

に
必
要
な
立
法
措
置
を
講
ず
る
か
の
選
択
決
定
は

立
法
府
の
広
い
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
」
と
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
「
年
金
支
給
額
の
引
き
下
げ
」
は
、

憲
法
２
５
条
（
国
民
の
生
存
権
と
国
に
よ
る
生
存

権
保
障
義
務
）
に
違
反
し
、
国
際
人
権
規
約
に
も

違
反
す
る
も
の
で
す
し
、
現
実
の
生
存
・
生
活
を

も
脅
か
す
も
の
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
見
過
ご
し
て
い
て
は
、
年
金
は

益
々
引
き
下
げ
ら
れ
、
生
き
て
ゆ
け
な
く
な
り
、

年
金
制
度
自
体
の
崩
壊
さ
え
危
惧
さ
れ
ま
す
。

集
会
に
は
、
関
係
弁
護
士
、
全
労
連
、
年
金
者

組
合
中
央
本
部
、
そ
の
他
多
く
の
団
体
の
代
表
者

が
参
加
し
、
こ
の
裁
判
の
重
要
性
の
指
摘
が
あ
り

「
連
帯
し
て
勝
利
ま
で
頑
張
ろ
う
」
と
の
熱
い
激

励
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
「
今
後
の
取
り
組
み
」
と
し
て
、
①
中

央
本
部
発
行
パ
ン
フ
を
使
っ
て
の
裁
判
学
習
、
②

第
４
次
年
金
裁
判
カ
ン
パ
、
③
「
裁
判
を
支
え
る

会
」
の
組
織
の
た
め
の
チ
ラ
シ
の
発
行
と
活
用
、

④
新
た
な
要
請
署
名
活
動
、
⑤
集
会
「
年
金
フ
ェ

ス
タ
」
10
月
19
日
、
日
比
谷
野
音
）
の
成
功
な
ど

の
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
浦
和
駅
西
口
ま
で
、
「
年
金
者
組

合
」
の
ぼ
り
を
か
か
げ
、
年
金
支
給
額
を
引
き
下

げ
る
な
」
「
最
低
補
償
年
金
制
度
を
確
立
せ
よ
」

等
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
し
な
が
ら
パ
レ
ー
ド
、

午
後
４
時
半
頃
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

（
栗
原
）
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ラ
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案
内
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【
囲
碁
ク
ラ
ブ
】

日
時

11
月
５
、

19
日(

月)

13
時
～
17
時

会
場

北
部
市
民
会
館

２
階
和
室
（
う
め
）

会
費

半
年

６
０
０
円

連
絡
先

内
藤
（
９
６
５
）
３
１
４
９

【
民
謡
ク
ラ
ブ
『
な
ず
な
の
会
』
】

日
時

11
月
２
、
23
日
（
金
）
13
時
半
～
15
時
半

会
場

大
沢
公
民
館

会
費

月
２
０
０
０
円

講
師

藤
本
秀
琉

連
絡
先

樋
口
（
９
６
４
）
８
１
４
６

【
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
】

日
時

11
月
８
日(

木)

12
時
～

会
費

１
０
０
０
円

連
絡
先

吉
田
０
９
０
（
５
４
９
９
）
１
７
０
８

【
第
二
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
】

日
時

11
月
15
日(

木)

13
時
～

会
費

１
０
０
０
円

連
絡
先

木
暮

０
９
０
（
２
９
１
９
）
６
２
０
９

【
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
】

日
時

11
月
９
、
23
日(

金)

13
時
半
～

会
場

越
労
連
事
務
所

連
絡
先

五
十
嵐
０
９
０
（
７
８
１
０
）
１
３
４
８

【
ボ
ウ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
】

日
時

11
月
17
日(

土)

14
時

連
絡
先

舟
山

（
９
８
５
）
１
９
０
８

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
】

日
時

毎
週
火
曜
日

９
時

会
場

南
越
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド

連
絡
先

吉
田
０
９
０
（
５
４
９
９
）
１
７
０
８

共
済
会
理
事
会
総
会

に
参
加
し
て

年
金
裁
判
・
報
告
集
会
・
パ
レ
ー
ド
に
参
加

憲
法
違
反
・
生
活
破
壊
の

年
金
切
下
げ
Ｎ
Ｏ
！

絵手紙 （大沢） 故栗原二見さん

新
加
入
組
合
員
紹
介

千
葉

幸
子
さ
ん

（
10
班

西
方
在
住
）

千
葉
さ
ん
は
三
郷
支
部
か
ら
の
転
籍
で
す
。

皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

埼
玉
東
部
南
地
域
共
同
墓
所

第
10
回
合
同
慰
霊
祭
の
ご
案
内

日
時

10
月
28
日
（
日
）
10
時
半
開
会

会
場

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

流
山
聖
地
内

共
同
墓
所
前

☆

問
合
せ
は
吉
田
正
美
（0

90
-8
8
08
-9

17
0
)

ま
で

第
６
回

高
齢
者
悩
み
１
１
０
番
講
座

日
時

12
月
５
日
（
水
）

13
時
30
分
～
16
時
ま
で

会
場

中
央
市
民
会
館

５
階
第
７
会
議
室

内
容
「
知
っ
て
お
き
た
い
相
続
、
再
び
」

☆
詳
細
に
つ
い
て
は
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

い
も
煮
会
＆
誕
生
会
の
お
知
ら
せ

日
時

11
月
５
日
（
月
）

12
時
～
15
時
ま
で

会
場

葛
西
用
水
路
の
中
土
手

会
費

千
円
（
持
ち
込
み
歓
迎
）

☆
詳
細
に
つ
い
て
は
チ
ラ
シ
を
参
照
。

第
39
回
シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク
の
ご
案
内

日
時

12
月
３
日
（
月
）
９
時

集
合

Ｊ
Ｒ
南
越
谷
駅
南
口

広
場

場
所

前
回
台
風
で
行
か
れ
な
か
っ

た
国
分
寺
の
お
鷹
の
道
を

歩
き
ま
す

☆
詳
細
に
つ
い
て
は
次
号
チ
ラ
シ
を

参
照
。


